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　平成３０年６月定例会は１４日から１９日ま
での会期で開き、陳情５件、契約５件、
補正専決１件、補正予算２件、条例専決
２件、条例１件、人事案件１件の計１７議
案を審議し、原案のとおり可決しました。
　一般質問は３人が登壇し、執行部をた
だしました。

表紙写真によせて

「ぼくも撮って」「わたしも撮って」
と駆け寄ってきた子どもたち。
笑顔が最高です。

６月 定 例会

　
　
四
国
最
大
規
模

　
５
月
２２
日
、
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
に
よ
る
大

洞
山
風
力
発
電
の
竣
工
式
が
、
議
員
も
参
加
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
洞
山
風
力
発
電
は
、
１１
基
３
万
３
０
０
０

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
出
力
で
四
国
最
大
規
模
で
す
。

　
　
四
国
最
大
規
模

　
５
月
２２
日
、
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
に
よ
る
大

洞
山
風
力
発
電
の
竣
工
式
が
、
議
員
も
参
加
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
洞
山
風
力
発
電
は
、
１１
基
３
万
３
０
０
０

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
出
力
で
四
国
最
大
規
模
で
す
。

も くじ
Ｐ２　風力発電完成

Ｐ４　５契約を可決

Ｐ６　陳情・条例等

Ｐ７　所管事務調査

Ｐ８　一般質問

Ｐ１１　みんなの広場

Ｐ１２　こんにちは

完成完成
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大洞山風力発電の竣工式大洞山風力発電の竣工式

　
　
待
た
れ
る
観
光
開
発

　
５
月
２６
・
２７
日
の
一
般
開
放
で
は
、
延
べ
２
６
７
台
、

６
１
９
人
が
足
を
運
び
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、
大
月
町
の
観
光
の
目
玉
と
し
て
大
洞
山

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
町
長
の
手
腕
に
期
待
し
ま
す
。

　
　
待
た
れ
る
観
光
開
発

　
５
月
２６
・
２７
日
の
一
般
開
放
で
は
、
延
べ
２
６
７
台
、

６
１
９
人
が
足
を
運
び
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、
大
月
町
の
観
光
の
目
玉
と
し
て
大
洞
山

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
町
長
の
手
腕
に
期
待
し
ま
す
。

大洞山風力発電大洞山風力発電
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地
域
優
良
賃
貸
住
宅
新
築
工
事

　
姫
ノ
井
の
成
ヶ
丘
団
地
に
１
棟
６
世
帯
の

住
宅
を
新
築
す
る

▼
契
約
金
額
　
２
億
４
１
２
万
円

▼
契
約
の
相
手
方
　
株
式
会
社
山
本
建
設

▼
契
約
期
間
　
平
成
３１
年
２
月
１５
日
ま
で

橘
浦
漁
港
機
能
高
度
化
工
事

　
橘
浦
漁
港
に
物
揚
場
を
整
備
す
る

▼
契
約
金
額
　
９
８
４
６
万
３
６
０
０
円

▼
契
約
の
相
手
方
　
月
灘
建
設
株
式
会
社

▼
契
約
期
間
　
平
成
３１
年
１
月
１６
日
ま
で

現在の建物と同規模

物揚場整備予定場所（赤枠内）

契
　
約
　
等

5契約を可決5契約を可決5契約を可決
　成ヶ丘団地１棟新築、橘浦漁港の物揚場整備、中央分団に小型動力ポンプ付積載車
購入、１２月に完成する通所介護施設に必要な備品を購入、姫ノ井の簡易水道整備と５
つの契約を可決しました。
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通
所
介
護
施
設
備
品
購
入

　
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
向
け
入
浴
装
置
、
自
立

補
助
入
浴
装
置
、
浴
室
用
ベ
ッ
ド
、
車
椅
子

用
体
重
計
、
歩
行
訓
練
用
階
段
、
下
肢
屈
伸

運
動
椅
子
、
上
肢
交
互
運
動
器
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
チ
ェ
ア
な
ど
を
購
入

▼
契
約
金
額
　
８
８
４
万
８
８
７
２
円

▼
契
約
の
相
手
方
　
四
国
医
療
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
株
式
会
社
（
愛
媛
県
）

▼
契
約
期
間
　
平
成
３０
年
１２
月
１３
日
ま
で

簡
易
水
道
施
設
整
備
工
事

　
消
火
栓
４
基
を
含
む
姫
ノ
井
の
簡
易
水
道

を
整
備
す
る

▼
契
約
金
額
　
９
４
６
０
万
８
０
０
０
円

▼
契
約
の
相
手
方
　
月
灘
建
設
株
式
会
社

▼
契
約
期
間
　
平
成
３１
年
２
月
２８
日
ま
で

車椅子用体重計

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
購
入

　
第
４
分
団
中
央
部
に
購
入
す
る

▼
契
約
金
額
　
７
９
９
万
２
０
０
０
円

▼
契
約
の
相
手
方
　
高
知
消
防
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
株
式
会
社
（
高
知
市
）

▼
契
約
期
間
　
平
成
３１
年
１
月
３１
日
ま
で同型の消防車

補
正
予
算

全
員
賛
成

平
成
２９
年
度

　
◆
一
般
会
計
専
決
（
第
８
号
）

　
　
　
　
５
０
５
１
万
１
０
０
０
円
を
追
加
し
、

　
　
　
　
４７
億
７
８
２
０
万
７
０
０
０
円
と
す
る
。

平
成
３０
年
度

　
◆
一
般
会
計
（
第
１
号
）

　
　
　
　
２
３
０
０
万
９
０
０
０
円
を
追
加
し
、

　
　
　
　
４８
億
５
８
０
０
万
９
０
０
０
円
と
す
る
。

　
◆
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
　
　
　
１１
万
２
０
０
０
円
を
追
加
し
、

　
　
　
　
７
億
９
９
９
９
万
２
０
０
０
円
と
す
る
。
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陳
情
は
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
①
か

ら
④
は
採
択
、
⑤
は
不
採
択
と
い
う
原
案
に
な
り
ま
し

た
。

　
こ
の
案
を
本
会
議
で
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

①
　
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
を
求
め
る

意
見
書
提
出
の
陳
情

②
　
「
国
一
律
の
最
低
賃
金
制
度
の
確
立
と
最
低
賃
金

の
大
幅
引
き
上
げ
に
よ
る
地
域
活
性
化
、
そ
し
て
そ

れ
を
可
能
に
す
る
中
小
企
業
支
援
策
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
」
提
出
の
陳
情

③
　
義
務
・
高
校
標
準
法
を
改
正
し
、
抜
本
的
な
教
職

員
定
数
増
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

④
　
特
別
支
援
学
校
の
設
置
基
準
の
策
定
、
及
び
、
特

別
支
援
学
級
の
学
級
編
制
標
準
の
改
善
を
求
め
る
意

見
書
提
出
の
陳
情

⑤
　
「
大
学
生
へ
の
給
付
奨
学
金
制
度
の
拡
充
」
を
求

め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

⑤
の
不
採
択
の
理
由

　
給
付
奨
学
金
は
、
生
活
の
苦
し
い
学
生
を
優
先
す

べ
き
こ
と
。
ま
た
、
大
学
生
の
奨
学
金
制
度
の
拡
充

よ
り
、
保
育
園
の
無
料
化
を
優
先
的
に
取
り
組
む
べ

き
こ
と
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
　
大
月
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

専
　
決

◆
　
大
月
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
　
大
月
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

人
権
擁
護
委
員
（
推
薦
）
　

　
議
会
報
告
会
は
、
４
月
２３
日
か
ら
６
月
４
日
に
か
け

て
１０
カ
所
で
実
施
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
参
加
が
あ

り
、
貴
重
な
意
見
や
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
の
要
望
は
、
整
理
し
て
町
長
に
提
出
し

回
答
を
求
め
ま
す
。

和気あいあいの龍ヶ迫地区議会報告会

頭
集

　
森
下
　
誠
　
氏

ま
こ
と

陳
　
　
情

全
員
賛
成

条
　
　
例

全
員
賛
成

人
　
　
事

全
員
賛
成

議
会
報
告
会
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夏
場
に
は
柏
島
観
光
へ

の
入
り
込
み
客
が
飽
和
状

態
で
あ
る
。
こ
の
状
態
を

解
消
す
る
た
め
の
候
補
地

と
し
て
、
体
験
型
観
光
が

で
き
る
樫
西
海
岸
、
白
浜

（
芳
ノ
沢
）
が
あ
る
。

　
今
回
は
白
浜
の
現
地
調

査
を
実
施
し
た
の
で
中
間

報
告
と
す
る
。

　
現
地
は
宿
毛
湾
に
位
置

し
、
西
南
西
に
向
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
夏
場
の
波

や
風
の
影
響
が
少
な
く
、

遠
浅
の
砂
浜
で
子
ど
も
た

ち
に
も
安
全
で
あ
り
、
海

水
浴
場
と
し
て
最
適
で
あ

る
。

　
し
か
し
、
白
浜
ま
で
の

道
路
事
情
は
悪
く
、
現
地

に
は
水
道
・
ト
イ
レ
・
駐

車
場
等
の
施
設
が
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
態
で
も
、

最
近
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
紹
介

さ
れ
「
隠
れ
た
ビ
ー
チ
」

と
し
て
夏
に
は
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
る
。
現
地
地

区
民
の
家
に
は
女
性
観
光

客
が
ト
イ
レ
を
借
り
に
来

て
、
非
常
に
迷
惑
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
樫
西
海
岸
は
県
の
施
設

と
し
て
、
シ
ャ
ワ
ー
や
ト

イ
レ
等
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
白
浜
は
ト
イ
レ
や
駐

車
場
が
な
く
、
早
急
に
整

備
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

６月定例会の傍聴者は

１１名でした。

次回定例会は９月の予定です。
傍聴のお問い合わせは　　　　

議会事務局までお願いします。

（電話：０８８０－７３－１６８２）

海水浴場として最適な白浜　条件整備が待たれる

所
管
事
務
調
査（
中
間
報
告
）

観
光
資
源
の
活
用
（
要
旨
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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A
　
現
在
の
要
介
護
者
の

実
態
は
。

岡
村
保
健
介
護
課
長
　
大

月
荘
な
ど
の
「
介
護
老
人

施
設
」
に
年
間
延
べ
人
数

８
５
２
名
、
ぎ
ん
な
ん
荘

な
ど
の
「
介
護
老
人
保
健

施
設
」
に
２
５
１
名
、
大

井
田
病
院
な
ど
の
「
介
護

療
養
型
医
療
施
設
」
と
「
介

護
病
院
」
で
１
２
１
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。

A
　
今
後
予
想
さ
れ
る
要

介
護
者
の
推
移
は
。

岡
村
保
健
介
護
課
長
　
要

介
護
者
は
、
平
成
２７
年
度

が
４
６
５
名
、
２８
年
度
が

４
４
３
名
、
２９
年
度
が
４

７
２
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成

３０
年
度
か
ら
３２
年
度
ま
で

の
第
７
期
計
画
に
お
い
て

も
同
じ
よ
う
に
横
ば
い
で

推
移
す
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

A
　
要
介
護
者
を
ど
の
よ

う
に
介
護
し
て
い
く
の
か
、

そ
の
計
画
は
。

岡
田
町
長
　
団
塊
世
代
が

７５
歳
以
上
に
な
る
平
成
３７

年
を
目
途
に
、
要
介
護
状

態
に
な
っ
た
場
合
で
も
可

能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
生
活
が
継

続
で
き
る
介
護
、
医
療
予

防
、
生
活
支
援
、
住
居
が

一
体
に
提
供
さ
れ
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

A
　
第
７
期
計
画
に
お
け

る
給
付
見
込
み
予
算
は
。

岡
田
町
長
　
平
成
２５
年
度

か
ら
平
成
３０
年
度
ま
で
の

介
護
給
付
予
算
は
年
間
７

億
円
前
後
で
、
今
後
も
同

程
度
の
給
付
費
予
算
で
推

移
し
て
い
く
と
予
測
し
て

い
ま
す
。

A
　
介
護
施
設
の
正
職
員
、

臨
時
職
員
、
パ
ー
ト
職
員

の
割
合
は
。

岡
村
保
健
介
護
課
長
　「
高

原
の
郷
」
臨
時
職
員
５
名
、

パ
ー
ト
職
員
２
名
、「
の

ん
び
り
館
」
正
職
員
１
名
、

臨
時
職
員
７
名
、
パ
ー
ト

職
員
２
名
、「
月
の
な
ご
み
」

正
職
員
２
名
、
臨
時
職
員

７
名
、
パ
ー
ト
職
員
４
名

で
す
。

岡
田
特
養
園
長
　「
大
月
荘
」

正
職
員
２３
名
、
臨
時
職
員

１７
名
、
パ
ー
ト
職
員
５
名
。

　
な
お
、
年
齢
構
成
に
つ

い
て
は
、
看
護
師
６３
・
５

歳
、
介
護
士
３９
・
９
歳
、

調
理
師
５５
・
８
歳
で
す
。

高野　真司 議員高野　真司 議員

A
　
施
設
運
営
基
準
の
職

員
確
保
が
で
き
て
い
る
か
。

ま
た
、
臨
時
や
パ
ー
ト
職

員
が
多
い
。
正
職
員
を
増

や
す
こ
と
を
提
言
す
る
。

岡
田
町
長
　
入
所
者
に
見

合
っ
た
介
護
職
員
数
は
、

県
の
条
例
で
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
介
護
を
受
け

た
い
人
よ
り
も
、
介
護
を

す
る
人
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
の
が
課
題
で
す
。
７

年
先
に
は
、
団
塊
の
世
代

が
後
期
高
齢
者
に
入
っ
て

い
き
ま
す
。
現
状
の
臨
時

職
員
・
パ
ー
ト
職
員
で
な

く
、
正
職
員
の
採
用
を
進

め
、
大
月
町
の
介
護
を
守

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

いつまでも元気にいきいきと

介護計画

本町の要介護者は

　横ばいで推移／保健介護課長

一　般　質　問

要
介
護
者
対
策
は

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
構
築
／
町
長

臨
時
や
パ
ー
ト
が
多
い

　
正
職
員
の
採
用
を
進
め
る
／
町
長
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A
　
ゴ
ミ
出
し
困
難
者
へ

の
支
援
は
、
高
齢
者
対
策
、

環
境
対
策
、
福
祉
対
策
に

つ
な
が
る
社
会
保
障
の
問

題
で
、
町
を
あ
げ
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
だ
と
思
う

が
。

岡
田
町
長
　
社
会
保
障
で

は
な
い
と
理
解
し
て
い
ま

す
。
ゴ
ミ
出
し
困
難
者
へ

の
支
援
は
、
清
掃
法
の
中

で
前
向
き
に
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

A
　
町
が
実
施
し
た
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
４０
％

の
人
が
ゴ
ミ
出
し
支
援
を

お
願
い
し
た
い
と
言
っ
て

い
る
。
ゴ
ミ
収
集
箇
所
を

増
や
す
計
画
は
あ
る
の
か
。

岡
田
町
長
　
ゴ
ミ
収
集
場

所
は
、
現
在
３
１
２
カ
所

あ
り
ま
す
。
収
集
場
所
を

増
や
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、

自
助
、
共
助
の
面
だ
け
で

な
く
公
助
も
含
め
て
地
区

長
と
協
議
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

A
　
経
済
的
困
難
を
抱
え

て
い
る
準
要
保
護
家
庭
へ

の
援
助
は
、「
ひ
と
し
く
教

育
を
受
け
る
権
利
」
を
保

障
す
る
た
め
に
も
、
真
っ

先
に
手
を
差
し
伸
べ
る
問

題
の
１
つ
で
は
な
い
の
か
。

饌
闢
教
育
長
　
厳
し
い
環

境
に
あ
る
子
ど
も
の
支
援

は
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
全
て
の
支

援
制
度
に
優
先
順
位
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

A
　
入
学
準
備
金
の
３
月

支
給
は
検
討
さ
れ
て
き
た

の
か
。
ま
た
、
支
給
さ
れ

る
の
か
。

饌
闢
教
育
長
　
２９
年
４
月

１
日
に
法
改
正
が
あ
り
、

教
育
委
員
会
定
例
会
で
検

討
の
結
果
、
３１
年
度
か
ら

の
新
入
学
児
童
生
徒
学
用

品
に
つ
い
て
は
、
入
学
前

の
３
月
支
給
と
す
る
方
針

で
考
え
て
い
ま
す
。

A
　
国
の
公
文
書
改
ざ
ん
・

隠
ぺ
い
問
題
を
大
月
町
の

問
題
と
し
て
受
け
取
る
必

要
が
あ
る
。
大
月
町
公
文

書
管
理
の
精
神
は
。

岡
田
町
長
　
公
文
書
は
、
主

権
者
で
あ
る
住
民
が
主
体

的
に
利
用
し
得
る
も
の
で
、

行
政
の
適
正
か
つ
効
率
的

な
運
営
と
、
住
民
に
対
す

る
説
明
責
任
を
全
う
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

A
　
大
洞
山
発
電
に
お
け

る
契
約
、
町
還
元
の
交
渉

記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。

し
っ
か
り
残
す
べ
き
だ
。

岡
田
町
長
　
協
定
書
、
覚

書
、
確
認
書
、
地
上
権
設

定
契
約
書
、
調
印
式
、地

区
の
懇
談
会
、
会
議
録
は

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
文
書
管
理
規

程
に
沿
っ
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

浦木　秀雄 議員浦木　秀雄 議員

仕事に励む人たち（教育委員会）

ゴミ処理問題

ゴミ出し困難者への支援を

　　前向きに取り組む／町長

大月町のここを聞く

入
学
準
備
金

3
月
支
給
を

　
３１
年
度
か
ら
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
教
育
長

公
文
書
管
理

し
っ
か
り
し
た
管
理
を

　
規
程
に
沿
っ
て
進
め
る
／
町
長
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A
　
野
生
の
猿
と
の
触
れ

合
い
が
観
光
客
を
楽
し
ま

せ
て
い
た
が
、
現
在
で
は

公
園
で
猿
を
見
か
け
る
機

会
は
少
な
い
。
ま
た
、
猿

が
人
家
近
く
ま
で
移
動
し

作
物
に
被
害
を
も
た
ら
し

て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
運

営
す
る
の
か
。

岡
田
町
長
　
猿
が
公
園
内

か
ら
移
動
し
て
、
作
物
へ

の
被
害
が
拡
大
す
る
と
同

時
に
来
場
者
も
年
々
減
少

し
て
い
る
現
状
で
す
。

　
今
後
は
猿
に
関
す
る
専

門
家
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
管
理
委
託
業
務
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
、
大
月

町
観
光
審
議
会
に
お
猿
公

園
も
含
め
た
「
観
光
の
あ

り
方
」
に
つ
い
て
諮
問
し

て
い
ま
す
の
で
、
答
申
を

受
け
た
の
ち
検
討
し
ま
す
。

A
　
一
切
か
ら
展
望
台
と

お
猿
公
園
に
通
じ
る
道
路

は
急
カ
ー
ブ
と
見
通
し
が

悪
く
道
幅
も
狭
い
た
め
、

車
の
行
き
違
い
も
危
険
な

状
態
で
あ
る
。
拡
張
の
計

画
は
。

岡
田
町
長
　
こ
の
地
域
は

足
摺
宇
和
海
国
立
公
園
区

域
な
の
で
、
時
間
は
か
か

る
と
は
思
い
ま
す
が
関
係

部
署
と
協
議
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
道
幅
を
一
層
狭

く
し
て
い
る
支
障
木
や
雑

草
を
切
る
た
め
の
協
議
を

早
急
に
す
る
よ
う
指
示
し

て
い
ま
す
。

A
　
大
堂
展
望
台
入
り
口

に
あ
る
ト
イ
レ
は
数
年
前

か
ら
使
用
禁
止
と
な
っ
て

い
る
。
観
光
客
が
快
適
に

使
用
で
き
る
施
設
に
改
修

を
。

久
松
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
今
議
会
に
補
正
予
算
を

提
案
し
て
い
ま
す
。
可
決

さ
れ
れ
ば
、
至
急
入
札
し
、

直
ち
に
工
事
を
行
い
観
光

地
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と

し
て
い
き
ま
す
。

A
　
備
長
炭
生
産
は
「
町

の
産
業
」
と
し
て
定
着
し

て
い
る
。
現
在
１０
基
の
炭

窯
で
１０
名
が
生
産
に
取
り

組
み
、
６
０
０
０
万
円
を

売
り
上
げ
る
ま
で
に
成
長

し
た
。
し
か
し
、
町
外
か

ら
の
買
い
付
け
に
よ
り
原

木
代
の
高
騰
が
続
き
、
原

木
確
保
が
難
し
い
状
況
に

あ
る
。

　
ま
た
、
１
年
間
、
炭
の

生
産
に
必
要
な
面
積
は
２０

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
言
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
だ
け
の
面
積

の
確
保
は
、
製
炭
組
合
だ

け
で
は
難
し
い
。
安
定
し

た
生
産
を
図
る
た
め
の
支

援
を
。

岡
田
町
長
　
町
の
原
木
が

他
の
市
町
村
に
流
れ
て
い

る
こ
と
は
憂
慮
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
、持
続
可
能

な
林
業
振
興
を
図
る
に
は
、

原
木
確
保
が
最
大
の
課
題

で
す
。

　
ウ
バ
メ
ガ
シ
は
国
有
林

に
多
く
自
生
し
て
お
り
、

そ
れ
を
活
用
で
き
な
い
か

四
国
森
林
管
理
局
に
要
請

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
森
林
組
合
と
原

木
確
保
に
向
け
て
協
議
を

行
う
と
と
も
に
、
製
品
の

向
上
と
生
産
意
欲
の
高
揚

を
図
る
た
め
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

安岡　邦彦 議員安岡　邦彦 議員

備長炭

安
定
的
な
原
木
確
保
を

　
関
係
機
関
と
協
議
／
町
長
　

生産に励む炭職人

お猿はどこへ（お猿公園）

一　般　質　問

お猿公園

今後の運営は

　管理委託業務を続ける／町長
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備
長
炭
づ
く
り
を
始
め

て
８
年
目
に
突
入
し
ま
し

た
。
自
分
の
窯
を
持
っ
て

か
ら
は
試
行
錯
誤
を
続
け
、

他
の
生
産
者
と
協
力
し
な

が
ら
炭
を
焼
い
て
い
ま
す
。

僕
は
家
庭
を
持
ち
、
二
人

の
子
ど
も
を
養
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
大
月
町
の
備

長
炭
の
発
展
に
寄
与
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
に
は
、

感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
自
分
た
ち
が

製
炭
に
励
む
こ
と
で
、
町

の
産
業
と
し
て
定
着
さ
せ

る
こ
と
が
最
大
の
恩
返
し

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
い
る
大
月
町
の
子
ど

も
に
少
し
で
も
仕
事
の
選

択
肢
と
な
る
よ
う
、
こ
の

産
業
を
将
来
へ
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら

の
自
分
た
ち
の
役
割
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
出
品
物
も
年
ご
と
に
充

実
し
、
出
品
者
の
熱
い
意

気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
。

今
ま
で
以
上
に
良
い
品
物

を
と
、
日
々
切
磋
琢
磨
さ

れ
て
い
る
表
れ
で
あ
ろ
う
。

　
訪
れ
る
お
客
様
も
着
実

に
増
加
し
、
遠
く
か
ら
足

を
延
ば
し
て
く
れ
る
人
も

多
く
、
大
月
の
素
晴
ら
し

い
景
観
に
感
動
、
味
覚
に

満
足
し
、
こ
こ
で
獲
れ
た

特
産
品
を
土
産
に
買
っ
て

く
れ
る
人
も
多
い
。

　
今
や
、
ふ
れ
あ
い
市
は

大
月
に
と
っ
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
。

　
会
員
の
高
齢
化
が
進
む

中
で
若
干
の
不
安
も
あ
る

が
、
少
量
で
も
い
い
、
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
い

け
ば
さ
ら
に
展
望
は
開
け

る
は
ず
で
あ
る
。

　
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

も
構
想
段
階
か
ら
計
画
段

階
に
な
り
、
出
品
者
サ
イ

ド
に
立
っ
た
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
行
政
に
強
く
求
め
た

い
。

大
月
ふ
れ
あ
い
市
は
今

大
月
の
宝坂

本
　
卓
優
　
さ
ん
（
頭
集
）

谷
岡
　
憲
泰
　
さ
ん
（
郷
）

た
く
ま

の
り
や
す

夢を追う
みんなの
広　場
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発
　
行
／
高
知
県
大
月
町
議
会

編
　
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

高
知
県
幡
多
郡
大
月
町
弘
見
2
2
3
0

T
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0
8
8
0
）
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6
8
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印
刷

　
有
限
会
社
 

宿
毛
印
刷

　
谷
計
吉
さ
ん
ご
夫
妻
を

訪
ね
ま
し
た
。
８４
年
の
人

生
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

養
子
と
な
る

　
１０
歳
の
時
、
計
吉
さ
ん

は
、
お
ば
の
家
の
養
子
に

な
り
ま
し
た
。

山
師
と
し
て
働
く

　
１５
歳
、
中
学
校
を
卒
業

す
る
と
す
ぐ
山
師
と
し
て

働
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
山
師
と
し
て
あ
る
程
度

力
を
付
け
た
計
吉
さ
ん
は
、

西
土
佐
村
黒
尊
の
山
を
３７

町
歩
買
い
ま
し
た
。
人
夫

も
６
人
雇
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
木
の
値
段
が
急

に
下
が
っ
て
、
人
夫
賃
が

払
え
ず
、
困
っ
て
山
に
１

人
で
入
り
、
雪
道
を
と
ぼ

と
ぼ
歩
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

　
で
も
、
こ
の
難
局
を
な

ん
と
か
乗
り
越
え
ま
し
た
。

結
婚

　
３０
歳
の
時
、
奥
屋
内
で

働
い
て
い
た
奥
さ
ん
と
知

り
合
い
結
婚
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
山
師
の
仕
事

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
、
田
城
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

　
人
役
働
く

　
田
城
で
は
酪
農
を
始
め

ま
し
た
。
同
時
に
、
米
を

作
っ
た
り
、
大
月
運
送
の

仕
事
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
朝
早
く
か
ら
牛
の
世
話

を
し
、
昼
間
は
中
村
の
ひ

ま
わ
り
牛
乳
の
工
場
に
牛

乳
を
運
び
、
夜
は
牧
草
を

植
え
、
稲
は
夜
刈
っ
た
こ

と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
３
人
役
は
働
い
た
」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て

　
会
計
や
区
長
な
ど
、
地

区
の
仕
事
も
４０
年
に
わ
た

っ
て
務
め
て
き
た
計
吉
さ

ん
。
「
い
ま
思
う
こ
と
は

ど
ん
な
こ
と
で
す
か
」
と

聞
く
と
、「
苦
労
の
人
生

や
っ
た
。
で
も
、
よ
く
頑

張
っ
た
な
あ
」
と
手
を
見

て
し
み
じ
み
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

3

　
大
月
音
頭
の
一
節
で
す
。

▼
当
時
は
、
３２
戸
の
農
家

が
た
ば
こ
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。
四
国
一
の
生
産
量

を
誇
り
、
大
変
活
気
の
あ

る
時
代
で
し
た
。

▼
時
代
は
移
り
、
本
年
３

月
に
は
、
四
国
最
大
規
模

の
発
電
量
を
誇
る
風
力
発

電
施
設
が
大
洞
山
に
完
成

し
ま
し
た
。
新
た
な
観
光

資
源
と
し
て
も
、
町
へ
の

還
元
が
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

▼
そ
し
て
次
は
、
四
国
一

の
幸
福
量
を
誇
る
町
を
目

指
し
、
日
々
の
議
会
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
　
　
　
（
安
岡
邦
彦
）

♪
そ
ろ
り
そ
よ
風
　
稲
穂

も
揺
れ
て
　
揺
れ
て
煙
草

の
葉
も
匂
う
♪

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
　

員
　

長
　
浦
木
　
秀
雄

副
委
員
長
　
山
本
　
恒
和

委
　
　
員
　
安
岡
　
邦
彦

委
　
　
員
　
野
村
　
満
久

委
　
　
員
　
久
米
　
里
志

編
集
後
記

お
く
や
な
い

く
ろ
そ
ん

こんにち
は 苦労の人生苦労の人生

田城　谷　計吉さん（８４歳）　八重子さん（７２歳）
かずよし や　え　こ

苦楽を共にしてきた
人生のよきパートナー


